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ノベーション 25」の検討を行い、さらに 2010 年の第 9回調査では従来の分野の概念もリ
セットして社会課題解決型に転換しつつある。
　現在 2016 年の次期基本計画に向けて第 10 回の技術予測調査設計を行っている段階であ
るが、将来の科学技術、社会ニーズを俯瞰するだけでなく、それをある特定の年限までに
達成をするという、バックキャスティングの概念を導入した課題解決の目標とマイルス
トーンが明確になったロードマップの構築、SciREX（Science for RE-designing Science, 









　2011 年 3 月 11 日に発生した東
日本大震災における全国の死者は
15,854 人、行方不明者は 3,155 人、






































































































な全長約 9 m、幅約 3 m、高さ約
3 m、重さ 3.5 t となっている（図
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3）　国土交通省四国運輸局「第 2回津波対応型救命艇に関する検討会」平成 24 年 5 月 31 日：
https://wwwtb.mlit.go.jp/shikoku/kyumei/img/02_02_01.pdf
4）　第 17 回震災対策技術展：http://www.exhibitiontech.com/etec/

























　2013 年 4 月 10 日、米国の 2014
年 度（2013 年 10 月 1 日～2014 年






















































「OCO-2」 お よ び 全 球 降 水 観 測
計画の最初の衛星である「GPM 










Follow On」 の 開 発 の ほ か、 地
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༟న㸯Ⓤ୒ࢺࣜ஢⟤こị஥㡧 2012ᖳᗐ஢⟤ 2013ᖳᗐ஢⟤ 2014 ᖳᗐ஢⟤ こị㢘 ᐁ⦴㢘 こị㢘 こị㢘 ⛁Ꮥ䟺Science䟻 5,016.8 5,073.7 4,911.2 5,017.8ᆀ⌣⛁Ꮥ䟺Earth Science䟻 1,797.4 1760.5 1,784.8 1,846.1ᝠ᫅⛁Ꮥ䟺Planetary Science䟻 1,540.7 1501.4 1,192.3 1,217.5ኮమ∸⌦䟺Astrophysics䟻 682.7 648.4 659.4 642.3䜼䜫䞀䝤䜾䜪䜫䝇䝚Ꮻᏼ᭻㐪㙶 373.7 518.6 627.6 658.2ኯ㝟∸⌦䟺Heliophysics䟻 622.3 644.8 647.0 653.7⯗✭◂✪䟺Aeronautics 
research䟻 569.4 569.4 551.5 565.7Ꮻᏼᢇ⾙䟺Space Technology䟻 1,024.2 573.7 699.0 742.6᥀ᰕ䟺Exploration䟻 3,948.7 3,707.3 3,932.8 3,915.5᥀ᰕ䜻䜽䝊䝤㛜Ⓠ 2,810.2 3,001.6 2,769.4 2,730.0ၛᴏᏫᏼ㣍⾔䟺᭯ெ䟻 850.0 406.0 829.7 821.4᥀ᰕ◂✪䝿㛜Ⓠ 288.5 299.7 333.7 364.2Ꮻᏼ㐘⏕䟺Space Operations䟻 4,346.9 4,184.0 4,013.2 3,882.9䜽䝞䞀䜽䜻䝧䝌䝯 664.9 596.2 70.6 0.0ᅗ㝷Ꮻᏼ䜽䝊䞀䜻䝫䝷 2,841.5 2789.9 3,007.6 3,049.1Ꮻᏼ䝿㣍⾔ᨥᥴ 840.6 797.9 935.0 833.8ᩅ⫩䟺Education䟻 138.4 136.1 100.0 94.2ฦ㔕ᶋ᩷Ⓩᨥᥴ䟺Cross-Agency Support䟻 3,192.0 2,993.9 2,847.5 2,850.3ᘋシ䟺Construction䟻 450.4 494.5 619.2 609.4┐ᐳ⥪┐䟺Inspector General䟻 37.5 7,538.3 37.0 37.0
NASAྙ゛ 18,724.3 17,770.0 17,711.4 17,715.4
図表 1　2014 年度 NASA 予算要求



























































ミ ッ シ ョ ン「MMS」 を 2015 年













　NOAA と 共 同 で、 地 球 観 測


































































重 量 級 の 宇 宙 打 上 げ シ ス テ ム







上 げ 試 験（EFT-1=Exploration 
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1）　The President's Budget for Fiscal Year 2014, 米政府行政管理予算局（OMB）, 2013 年 4 月 10 日
http://www.whitehouse.gov/omb/budget
2）　FY2014 Budget Presentation, NASA、2013 年 4 月 10 日
http://www.nasa.gov/pdf/740427main_NASAFY2014SummaryBriefFinal.pdf
3）　Obama Aims to Send Astronauts to an Asteroid, Then to Mars, Space, 2010 年 4 月 15 日
http://www.space.com/8222-obama-aims-send-astronauts-asteroid-mars.html
4）　火星の前に有人小惑星探査をするワケとは？, 林公代 , 三菱電機サイエンスサイト, 2010 年 4 月
http://www.mitsubishielectric.co.jp/dspace/column/c1004_2.html














































































































































































































































2 BigData Top100 List 作成の動き
19
コンピュータシステムの性能指標の変化―ビッグデータ処理システムの性能ランキングリスト作成の動き―
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　20 1 3 年 2 月に開催された、











学、NetApp, Inc.、Google, Inc. か
らのメンバーが名を連ねている。
　今後の予定として、第 3回目の

















































































1）　「米国政府のビッグデータへの取り組み」、科学技術動向 2012 年 9・10 月号
2）　Fiscal Year 2014 ANALYTICAL  PERSPECTIVES　budget of the U.S. Government :
　　http://www.gpo.gov/fdsys/pkg/BUDGET-2014-PER/pdf/BUDGET-2014-PER.pdf
3）　NICT欧州連携センター、「欧州のビッグデータ利活用とサイバーフィジカルシステムの研究開発・標準化動向の調
査」、2013 年 3 月 28 日
4）　A New Benchmark for Big Data : 
　　http://www.datanami.com/datanami/2013-03-06/a_new_benchmark_for_big_data.htm
5）　Big Data Top100（http://www.bigdatatop100.org/)
6）　SDSC Coordinates Eﬀ ort to Establish the BigData Top100 List　02/28/2013 
7）　BENCHMARKING BIG DATA SYSTEMS AND THE BIGDATA TOP100 LIST、BIG DATA MARCH 2013、
　　2013.02.13
8）　Chaitan Baru et al.、The BigData Top100 List Initiative、2013 年 3 月
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小笠原　敦
文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向センター長
ソニー株式会社にて SOI MOSデバイス、半導体レーザの研究に従事した後、本社
R&D戦略部にてコーポレートラボのマネジメント、CTO補佐に従事。その後経済産
業省、独立行政法人産業技術総合研究所の技術革新型企業創生プロジェクト（ルネッ
サンスプロジェクト）、サービスイノベーション、国際産学官連携拠点つくばイノベー
ションアリーナの立ち上げに携わった後、独立行政法人独立行政法人理化学研究所を
経て現職。
執筆者プロフィール
